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序論：Mythosクラスの登場とパラダイムシフト 
2026年6月9日（現地時間）、米Anthropicは同社の新たな最上位AIモデルファミリー「Mythos」クラス
から、一般ユーザーおよび開発者向けに安全なガードレールを実装した初の実装モデル「Claude 
Fable 5」を公式にリリースした1。同時に、サイバーセキュリティ防衛機関や重要インフラ事業者など

の限定されたパートナー向けに、安全装置を一部解除した完全版の「Claude Mythos 5」が提供開
始された1。この発表は、単なる大規模言語モデル（LLM）のバージョンアップにとどまらず、商用AIの
提供形態、セキュリティとイノベーションのトレードオフ、そして自律型AIエージェントの適用範囲にお
いて歴史的な転換点を示している。 
Anthropicのこれまでのモデル階層において最高位であった「Opus」ファミリーの上に新設された
Mythosクラスは、同社がこれまでに訓練した中で最も強力な知能を備えている4。Claude Fable 5
は、このMythosクラスの推論能力を一般市場向けに解放したものであり、ソフトウェアエンジニアリ
ング、高度な知識労働、マルチモーダルな視覚推論、そして長期間にわたる自律的（エージェント的）

なタスク実行において、既存のベンチマークを大幅に塗り替える「Step Change（段階的な飛躍）」を
達成している6。業界の著名なAI研究者であるAndrej Karpathy氏は、Fable 5の性能について「マイ
ナーバージョンアップではなく、真にメジャーバージョンアップに値する段階的飛躍である」と絶賛し、

従来のモデルでは扱いきれなかった野心的なタスクを与えても、モデルが人間の意図を「深く理解（

gets it）」して機能すると評価している7。 
その一方で、極めて高い推論能力がもたらすサイバー攻撃や生物化学兵器開発への悪用リスク

（デュアルユース性）を懸念し、Anthropicは「同一の基盤モデルを、用途と対象者に応じて二つの異
なるプロダクト（Fable 5とMythos 5）に分割して提供する」という、AI業界において極めて特異かつ厳
格なデプロイメント戦略を採用した4。本報告書では、Claude Fable 5およびMythos 5の技術的仕
様、定量的なベンチマーク評価、エンタープライズ環境への統合、独自の安全・フォールバックアー

キテクチャ、そして競合他社（OpenAIのGPT-5.5など）との比較を通じて、フロンティアAIモデルがも
たらす第二、第三の波及効果を包括的に分析する。 

基盤アーキテクチャと自律型エージェント能力の飛躍 
Claude Fable 5は、基盤となる「Mythos」クラスのアーキテクチャを採用しており、API上のモデルID
はclaude-fable-5として提供される1。主な技術仕様として、デフォルトで100万トークンの巨大なコン
テキストウィンドウをサポートし、同期的なMessages APIを利用した1リクエストあたり最大12万8000
トークンの出力を可能としている1。この広大なコンテキストと出力容量は、Fable 5がターゲットとする
「複雑で非同期的な長期タスク」を実行するための基盤となっている。 



長期的・非同期的なエージェントタスクの実行能力 

Fable 5の最も顕著な進化は、一問一答形式のチャットを超えた「長期間にわたる非同期タスクの実
行能力」にある6。従来のモデルでは、複雑なタスクを複数のステップに分割して実行する際、途中で

文脈を見失ったり、論理的な破綻をきたしたり、ツール呼び出しをスキップしてしまうケースが多かっ

た12。しかしFable 5は、自発的な自己検証（Self-verification）能力を劇的に向上させており、学習に
基づいて自身のスキルを更新し、独自の評価ハーネスを開発して出力をテストする能力を備えてい

る12。 
具体的な実証例として、決済プラットフォーム大手のStripeにおける実験が挙げられる。同社では、
5000万行に及ぶRubyの巨大なコードベースにおける大規模なマイグレーション作業をFable 5に委
ねた。人間のエンジニアチームであれば2ヶ月以上を要すると見積もられていたこの作業を、Fable 5
は自律的にテストを記述し、出力を検証しながら「わずか1日」で完了させることに成功した6。これは、

AIが単なる「コード補完ツール」の域を脱し、要件定義からテスト主導開発、リファクタリングまでを自
ら回す「自律型ソフトウェアエンジニア」へと変貌を遂げたことを意味する。 
ソフトウェアエンジニアリングにおける圧倒的なベンチマーク 

Anthropicが公開した定量的データは、Fable 5のソフトウェアエンジニアリング能力が業界の到達点
を根本から書き換えたことを示している。自律型AIエージェントの実践的なソフトウェア開発能力を測
定する「SWE-Bench Pro」において、Claude Fable 5は80.3%という前人未到のスコアを記録した8。

これは、Anthropicの前世代の最高位モデルであるClaude Opus 4.8の69.2%から11ポイント以上の
飛躍であり、OpenAIの最新汎用モデルGPT-5.5の58.6%、GoogleのGemini 3.1 Proの54.2%を圧倒
的に引き離している7。 
 



 
 
さらに、高品質で保守性の高い本番環境レベルのエージェント的コーディング能力を問うCognition
社の「FrontierCode (Diamond)」ベンチマークにおいても、Fable 5は29.3%という圧倒的な成績を収
めた11。Opus 4.8が13.4%、GPT-5.5が5.7%に沈む中、Fable 5はこの領域で既存モデルの2倍から5
倍の能力を示している11。特筆すべきは、Fable 5が計算リソースを極限まで消費する最大推論努力（
Max Effort）を用いずとも、中程度の推論努力（Medium Effort）の段階でこの最高スコアを叩き出し
ており、トークン消費のランナウェイを起こすことなく高い品質とマージ可能性（Mergeability）を維持
している点である6。また、現実世界のコマンドライン環境におけるコーディングタスクをテストする

Terminal-Bench 2.133や、エンドツーエンドのコーディングベンチマークであるViBenchにおいても最
高性能を記録している4。 
この能力をいち早く活用するため、自律型AIソフトウェアエンジニア「Devin」を開発するCognition社



は、クラウド、デスクトップ、CLIの全プラットフォームにわたるDevinのコアエンジンとしてClaude 
Fable 5を即座に統合した18。Cognition社のCEOであるScott Wu氏は、Fable 5が長期間の推論とデ
バッグに優れ、MCP（Model Context Protocol）連携からコンピュータの使用まで、未知のツールに
対する汎化能力が極めて高いと評価している6。 
ソフトウェア業界からの初期評価も総じて高く、CursorのCEOであるMichael Truell氏は「Fable 5は
CursorBenchにおける最新のSOTA（最高水準）であり、初期モデルでは手の届かなかった長期的な
問題解決への道を開いた」と述べている6。GitHubのChief Product OfficerであるMario Rodriguez
氏も、自律性と信頼性において過去のベンチマークを超える真の進歩であると称賛している6。 

空間推論、マルチモーダル視覚、および自律的シミュレーショ

ン 
Fable 5の進化はテキストベースの論理的推論に留まらず、視覚的推論と空間的理解を統合したマ
ルチモーダル能力においても飛躍を遂げている8。空間推論（Spatial Reasoning）のベンチマークに
おいてFable 5は38.6%を達成し、Opus 4.8の14.5%から推論能力を約3倍に引き上げている8。また、

論理の厳密性が要求される法的推論（Legal Reasoning）においては、GPT-5.5が2.1%、Geminiが
0.0%という厳しい結果に終わる中、Fable 5は13.3%というカテゴリートップの成績を収めた8。 
視覚を通じた環境理解とゲームプレイ 

Fable 5は、PDFファイルにネストされた複雑な図表、科学論文のチャート、建築の設計図などを高精
度で理解する「視覚に関する新たなSOTA」を確立した6。この能力は、単なるOCR（光学文字認識）
のレベルを超え、視覚情報を推論プロセスに直接統合することを可能にしている。例えば、科学的な

図表から正確な数値を抽出したり、ウェブアプリケーションのスクリーンショットのみから完全なソース

コードを逆コンパイルして再構築するといった高度なタスクを実行できる6。また、自ら記述したUIコー
ドの視覚的な出力を確認し、元のデザイン要件と照らし合わせて自己修正を行うことも可能である6。 
Anthropicはモデルの視覚的自律性を証明するため、数々のゲーム環境におけるテストを実施し
た。ゲームボーイアドバンスのソフトウェア『ポケットモンスター ファイアレッド』のプレイテストにおい
て、過去のモデルは内部メモリやナビゲーション補助のための特別な評価ハーネスを必要としたが、

Fable 5は追加のゲーム状態情報を一切与えられず、「生の画面スクリーンショットのみ」を視覚入力
として受け取る最小限のハーネスだけでゲームをクリアすることに成功した6。 
さらに、デッキ構築型ローグライクゲーム『Slay the Spire』のテストでは、長大なコンテキストにおける
記憶の維持能力が検証された。Fable 5に永続的なファイルベースのメモリへのアクセスを与えた結
果、数百万トークンに及ぶ長期タスクにおいても集中力を維持し、Opus 4.8と比較して3倍高い確率
でゲームの最終幕（Final Act）に到達した6。また、工場建設シミュレーションゲーム『Factorio』におい
ては、自律的に戦略を立案し、人間の介入なしに自動化された工場を建設する能力を示した6。 
第一原理からのシミュレーション構築 

Fable 5の自律性は、ゼロからのシステム構築において顕著に表れる。テスト環境において、Fable 5
は「日食を正確に予測する」という目的のため、完全な第一原理（First principles）のみに基づいて物
理ベースの太陽系シミュレーションを構築した6。また、ブラウザベースのCADエディタで3Dプリント可
能なモデルを設計するよう指示された際、Fable 5は3Dモデルを作成するだけでなく、そのモデリング
作業を支援する「AI副操縦士（Copilot）を内蔵したCADエディタ自体」を自らコーディングして作成し



た6。 
さらには、コードを用いて生成したクラシック音楽のEDMリミックスのビートに完全に同期して動く「流
体シミュレーション」をコーディングするなど（このAI自身は一度も音楽を実際に「聴いた」ことがない
にもかかわらず）、抽象概念と物理演算を結合する極めて高度な創造的推論能力を実証している6。 

高度な知識労働および最先端の科学研究への応用 
エンタープライズの知識労働領域において、Fable 5はかつてないレベルの分析能力を提供してい
る。複雑で長期的な分析タスクを評価するHebbiaのFinance Benchmarkにおいて、Fable 5は史上
初めて90%の壁を突破し、Opusモデルから10ポイントの飛躍を遂げた3。ドキュメントベースの推論、

チャート・テーブルの解釈、問題解決において実質的な利益をもたらすことが証明されている。AI研
究リードのIzzy Miller氏によれば、Fable 5は最高難易度の質問に対しても表面的な回答を避け、
ニュアンスに対する強力な判断力と注意力を示している3。 
金融分析分野においても、IMC社のトレーディング分析評価において、事実のルックアップ、概念的
推論、根本原因分析（Root-cause analysis）、期待値分析など、ほぼすべての項目で満点に近い成
績を収めている6。Applied AIの主任エンジニアであるDamian Miraglia氏は、Fable 5を「これまでテ
ストした中で最も強力なファイナンス特化のモデル」と評価している6。 
サイエンスの加速：物理学と生物学 

科学研究の最前線において、Fable 5およびMythosクラスの推論能力は、人間の研究者の能力を
直接的に拡張している。フロンティア物理学の研究タスクにおいて、Fable 5はGPT-5.5が4日間かけ
て到達した水準に、わずか3分の1の推論トークンを使用し、36時間でほぼ到達したことが専門家か
ら報告されている6。 
さらに、後述する防衛・インフラプログラム（Project Glasswing）を通じて利用可能な無制限モデル「
Mythos 5」は、ライフサイエンス領域で劇的な成果を上げている3。Anthropicの内部タンパク質設計
専門家チームは、Mythos 5を使用することで創薬デザインプロセスの一部を約10倍加速させること
に成功した6。Mythos 5は人間の支援なしでバイオインフォマティクスツールを操作し、結合部位の
選択やエラーからの回復において熟練した人間のオペレーターと同等かそれ以上の性能を示した。

結果として、免疫チェックポイント、成長因子シグナル伝達、神経変性、筋肉疾患などを含む14の
ターゲットに向けたタンパク質複合体を設計し、そのうち9つのターゲットから得られた強力な候補物
質が現在Dyno Therapeutics社によって臨床応用に向けた研究が進められている6。 
分子生物学の仮説生成においても、Mythos 5は新規かつ説得力のある仮説を継続的に提示してい
る。ブラインドテストでは、Anthropicの科学者の約80%がOpusクラスよりもMythos 5の仮説を支持
した。特筆すべきは、Mythos 5が提案した大腸菌（E. coli）のタンパク質に関する新しいメカニズムの
仮説が、外部の独立した研究所の実験によって後日実証されたことである6。 
ゲノミクス研究の分野では、Mythos 5は1週間以上にわたる自律的な作業を通じて新規の研究を実
施した。138種の動物種にわたる数百万個の細胞のシングルセルデータを自律的に組み立て、遠く
離れた種間で同じ役割を果たす細胞を特定するためのカスタム機械学習モデルを設計・訓練した。

このMythos 5が訓練したモデルは、サイズが100分の1であるにもかかわらず、著名な科学雑誌『
Science』に最近掲載されたモデルの性能を上回る成果を上げている6。 

安全性アーキテクチャと「二重のモデル」デプロイメント戦略 
モデルの能力が人間の専門家レベルを凌駕し始めたことで、フロンティアAIモデルは深刻なデュア



ルユース（軍民両用）の性質を帯びるようになった。サイバーセキュリティの観点から見れば、数千万

行のコードを分析してリファクタリングできる能力は、裏を返せば「巨大なシステムから未知の脆弱性

を発見し、それを突くエクスプロイト（攻撃コード）を自律的に生成する能力」に直結する。 
Anthropicは、モデルの無制限な公開がもたらす致命的なリスクを管理するため、同一の基盤重み（
Weights）を持つモデルを、用途と対象プラットフォームに応じて2つの異なる形態でリリースするとい
う前例のないアプローチをとった4。 
1. Claude Mythos 5：防衛者向けの無制限モデル（Project Glasswing） 

Claude Mythos 5は、Fable 5と全く同じ基盤モデルでありながら、サイバーセキュリティ分野の能力
を制限するガードレールを取り払った「アンセーフガード版」である1。Anthropicのシステムカードおよ
び外部テスト機関METRの評価によれば、Mythos 5は「世界で最も強力なサイバーセキュリティ能力
を持つモデル」であり、主要なOSやブラウザにおける未知の脆弱性を発見し、脆弱性分析をテストす
るCyberGymベンチマークにおいて83.1%というスコアを記録した（Opus 4.6の66.6%から約17ポイン
トの飛躍）3。 
生物化学兵器リスク（CBリスク）に関して、AnthropicはMythos 5を「CB-1（非新規兵器の合成支援
が可能）」レベルと評価しており、「CB-2（新規の生物化学兵器合成が可能）」の閾値には達していな
いと判断しているものの、資金力のある脅威アクター（国家支援型ハッカーなど）を大幅に強化するリ

スクがあることを認めている4。 
このような能力が攻撃者の手に渡ることを防ぐため、Mythos 5は一般には公開されていない20。そ

の代わり、米国政府のホワイトハウスとの協力のもと設立された「Project Glasswing」という厳格なト
ラステッド・アクセス・プログラムを通じてのみ提供される1。このプログラムの戦略的目標は、AIの圧
倒的な分析能力を利用してサイバー攻撃者よりも先に重要インフラの脆弱性を特定し修正すること

で、「防御側に永続的な優位性（Permanent advantage for defenders）」をもたらすことにある20。 
2026年6月の拡大展開により、Project Glasswingの参加機関は世界15カ国以上の約200組織に増
加した22。参加企業にはAWS、Apple、Broadcom、Cisco、CrowdStrike、Google、
JPMorganChase、Linux Foundation、Palo Alto Networksなどが名を連ね、金融サービス、医療、
電力・水道、通信などの重要インフラ事業者が含まれている21。米国および英国以外の国への初の

大規模展開として、インド、カナダ、オーストラリア、フランス、ドイツ、日本、韓国などの組織にもアク

セスが許可されており、国家安全保障と直結するテクノロジーとしての最先端AIの地政学的な重要
性を決定づけている22。 
2. Claude Fable 5：一般向けの安全版と「フォールバック・ルーティング」 

一方、一般ユーザーおよび開発者向けに広く公開された「Claude Fable 5」は、Mythosクラスの強力
な汎用推論能力を維持しつつ、新たな「サイバーセキュリティ・ガードレール」と「生物化学分類器（

Classifier）」がシステムレベルで強固に組み込まれている11。 
Fable 5が採用した安全機構は、単に危険なプロンプトに対して「回答を拒否する（Refusal）」という従
来の安全策とは根本的に異なる。ユーザーからの入力が、サイバー攻撃、生物・化学兵器の合成、

またはAIモデルの蒸留（Distillation）に関する高リスクな領域に触れていると独立したAI安全分類器
が検知した場合、システムはメインモデル（Fable 5）での処理をブロックし、自動的にプロンプトを前
世代のフラッグシップモデルである「Claude Opus 4.8」にルーティング（転送）して回答させるのであ
る3。 



 

 
 
この「フォールバック」アーキテクチャの最大の利点は、AIの無作為な回答拒否によるユーザー体験
の極端な低下（いわゆる「Lazy AI」問題）を防ぐことにある14。ユーザーのリクエストが中断されること

なく、十分に高い能力と安全性を兼ね備えたOpus 4.8によって適正に処理されるため、ワークフロー
の連続性が保たれる。安全分類器は迅速なリリースを実現するために保守的にチューニングされて

おり、無害なプロンプトを誤検知（False positive）することもあるが、全体としてフォールバックがトリ
ガーされるのは全セッションの平均5%未満であり、95%以上のセッションは純粋なFable 5の能力で
実行されている3。なお、API経由で利用する開発者環境においては、生のリクエストレベルでこの
ルーティングが完全自動化されているわけではなく、Anthropicの提供するFallback APIを明示的に
構成してハンドリングする必要がある8。 
安全保障の専門家は、サイバー推論におけるFable 5のベンチマークスコアがOpus 4.8と酷似してい
る点について、これはモデルの能力不足ではなく、評価スクリプト自体がサイバーセキュリティの安

全分類器に検知され、背後でOpus 4.8にルーティングされて回答が生成された結果であると分析し
ている4。内部および外部のレッドチーム（脆弱性テストチーム）による検証でも、Fable 5のセキュリ
ティガードレールを突破することは極めて困難（不可能ではないものの）であることが確認されてお

り、システムの堅牢性が証明されている4。また、アライメント（価値観の調整）評価においても、Fable 



5（およびMythos 5）はシステムに対して意図的な欺瞞行為を行ったり、悪用に対して協力したりする
「誤配置された行動（Misaligned behavior）」の発生率が極めて低いことが確認されている6。 
強制的なデータ保持要件（Data Retention） 

Fable 5の利用におけるもう一つの重要なセキュリティ要件が、データガバナンスに関連する「30日間
の強制データ保持」ポリシーである12。AWSのAmazon Bedrockプラットフォームなどを通じてFable 5
やMythos 5を利用する場合、ユーザーは自社のトラフィックデータが安全監視の目的で30日間保持
されることに同意しなければならない8。 
この措置の理由は、Mythosクラスのような高度なモデルにおいては、一度のプロンプト交換だけで
は悪用を判別することが不可能であり、数日から数週間にわたる長期的なセッションを通じて徐々に

システムの脆弱性を探索するような「高度で持続的な悪用パターン」をAnthropicが分析・検出する
ためである12。このデータはモデルの再学習には使用されないと明言されているが8、セキュリティに

敏感なエンタープライズ顧客にとっては導入の障壁となる可能性がある。例えば、GitHub Copilot 
for Business環境下でFable 5を利用する場合、通常のGitHubのデータ非保持契約の対象外とな
り、Anthropicによるデータ保持を許容するオプションを明示的に選択する必要がある9。 

エンタープライズインフラへの統合とデータ・グラビティ 
Claude Fable 5は、強力なインテリジェンスを企業がデータを持つ場所へと直接持ち込む戦略を採用
している。Fable 5はAnthropicのClaude APIを通じて提供されるほか、Amazon Web Services 
(AWS) の Amazon Bedrock、Google CloudのVertex AI、そしてMicrosoft Foundryといった主要な
クラウドAIインフラプラットフォームでリリース当日から一般提供されている1。 
この「データ・グラビティ（データのある場所に処理が引き寄せられる現象）」を象徴するのが、データ

クラウド大手のSnowflakeが提供する「Snowflake Cortex AI」への即日統合である14。この統合によ

り、Fable 5はSnowflakeのセキュアな境界線（Perimeter）の内側でネイティブに動作し、企業が保有
する機密性の高い構造化データおよび非構造化データを外部のAIプロバイダーの環境に持ち出す
ことなく、安全に推論にかけることが可能となった14。 
Snowflake環境下において、Fable 5は以下の多様なエントリーポイントから活用されている： 

1.​ Snowflake CoCo: 開発者およびデータエンジニア向けのAIコーディングエージェント。自然言
語による指示を、本番環境で稼働するデータパイプラインや分析クエリに直接変換する。デー

タエンジニアが数週間かけて行っていた「グルーコード（システム間を接着・連携するための煩

雑なコード）」の記述を数分に短縮し、開発ライフサイクルを劇的に圧縮する14。 
2.​ Cortex AI Functions: アナリストがSQLクエリ内に直接AIの推論機能を埋め込む機能。

AI_COMPLETE関数の引数として'claude-fable-5'を指定するだけで、数百万行の顧客フィード
バックに対する感情分析や非構造化データからの属性抽出を、SQLパイプラインの中で並列
かつ低コストに実行できる14。 

3.​ Snowflake CoWork: ナレッジワーカー向けのパーソナルエージェント。Gmail、Jira、Slack、
Salesforceなどの日常的なSaaSツールとMCP（Model Context Protocol）コネクタを通じて連
携し、多岐にわたるソースからの「ディープリサーチ」の実行や、プロアクティブなブリーフィン

グの送信を自律的に行う14。 
さらに、Fable 5はアプリケーションが推論の深さと処理レイテンシのバランスを戦略的に調整できる
「調整可能な努力レベル（Adjustable effort levels）」を備えており、リアルタイム性が求められるタス
クから、時間をかけて正確な回答を導き出すバッチ処理まで、エンタープライズAIに求められる多様



なワークロードに柔軟に対応する14。 

モデルの経済性：APIコスト構造とコンピュートの限界 
自律的エージェントとして比類なき性能を誇るClaude Fable 5だが、エンタープライズや開発者が
アーキテクチャ設計において直面する最大の課題は、そのコスト構造とコンピュートリソースの制約

である。 
大幅な価格設定とプロンプトキャッシングの経済学 

Fable 5およびMythos 5のAPI利用料金は、入力トークン100万あたり10ドル、出力トークン100万あ
たり50ドルに設定されている1。この価格は、以前限定提供されていたClaude Mythos Previewの半
額以下に抑えられているものの11、一世代前のフラッグシップであり事実上の標準モデルとして機能

している「Claude Opus 4.8」（入力5ドル / 出力25ドル）と比較すると、正確に2倍のランニングコスト
を要する17。法令遵守のために米国国内のサーバーに限定して推論を実行するUS-onlyオプションを
利用する場合、このベース価格からさらに1.1倍のプレミアム価格が加算される6。なお、安全分類器

によってリクエストがOpus 4.8にルーティングされた場合、Fable 5の価格ではなく、Opus 4.8の安価
なレートのみがユーザーに請求される良心的な課金システムとなっている12。 
この高額な入力コストを緩和し、実用的なエンタープライズアプリケーションの構築を可能にしている

のが、Anthropicが提供する強力な「プロンプトキャッシング」機構である6。Fable 5では、キャッシュさ
れた入力トークンに対して90%の割引が適用される。キャッシュの書き込みコストは、5分間の保持で
12.50ドル/100万トークン、1時間の保持で20ドル/100万トークンとなるが、一度キャッシュされたプロ
ンプトに対してキャッシュヒット（読み込み）が発生した場合のコストは、わずか1ドル/100万トークンに
まで劇的に低下する8。 
 



 
 
このキャッシングの経済性は、Fable 5の「長大なコンテキストを反復的に処理する能力」と完璧に噛
み合っている。例えば、数千ページの法的文書や大規模なコードベースを一度キャッシュにロードし

ておけば、エージェントがそれを何度も参照しながら推論を重ねる際のランニングコストを大幅に引

き下げることができる。モデルの実装においては、新機能として1,024トークンという低い最小キャッ
シュ可能プロンプト長が設定され、より小規模な会話でもキャッシングの恩恵を受けられるようになっ

ている13。 
コンシューマー向けサブスクリプションにおけるキャパシティの限界 

巨大なパラメータサイズと長大な推論プロセスは、Anthropic自身のコンピュートインフラにも深刻な
負荷をもたらしている。APIやエンタープライズの従量課金プラン（APIレートでの利用）ではFable 5は
フルで利用可能であるものの、一般向けのサブスクリプションプラン（Pro、Max、Teamプラン等）にお
いては、提供方法に大きな制限が設けられている6。 
具体的には、リリース日の2026年6月9日から6月22日までのわずか「2週間限定」で、追加料金なし



のプロモーションとしてFable 5が提供される6。6月23日以降、Fable 5はこれらの定額サブスクリプ
ションプランから取り除かれ、以降の継続使用には従量課金の利用クレジット（Usage credits）の購
入が必須となる6。Anthropicは、インフラのキャパシティが十分に確保され次第、可能な限り早く
Fable 5を標準サブスクリプションのラインナップに復帰させることを目指していると述べている6。 
一部のAI開発者コミュニティでは、この一時的なプロモーション提供について、次期モデルのトレーニ
ングと重なる時期において、一般ユーザーの多様なトラフィックからエッジケースのデータ（特に安全

分類器の精度を高めるためのレッドチーム的な入力データ）を大量に収集するための戦略的なテス

ト期間であると推測する声もある9。いずれにせよ、この措置は、現行世代の最先端フロンティアモデ

ルをB2Cの定額制サブスクリプションという枠組みの中で無制限に提供し続けることが、経済的・物
理的に限界を迎えつつあることを浮き彫りにしている10。 

フロンティアモデル市場における競合環境 
Claude Fable 5の市場における真の価値を理解するためには、Anthropic社内のラインナップにおけ
る役割分担と、競合他社モデルとのポジショニングを明確に紐解く必要がある。 
Claude Opus 4.8：「誠実さ」を極めたワークホース 

AnthropicはFable 5のリリースのわずか2週間前、2026年5月28日に「Claude Opus 4.8」をリリース
している27。Opus 4.8は前世代のOpus 4.7からベンチマーク性能を引き上げただけでなく、AI特有の
「ハルシネーション（もっともらしい嘘）」の低減、すなわち「誠実さ（Honesty）」に極限までパラメータを
調整したモデルである32。 
初期のテストや社内評価において、Opus 4.8は不確実な質問に対して適当な推測をでっち上げるの
ではなく、「不確実である」「サポートする根拠がない」と正直に回答して棄権する確率が大幅に向上

しており、自身が書いたコードの欠陥を黙って見過ごす確率は前モデルの4分の1にまで低下してい
る32。また、推論の「努力レベル（Effort level）」をユーザーがコントロールできる機能（Dynamic 
workflowsなど）を備え、数百のサブエージェントを実行するような大規模な問題解決能力が向上し
ている13。さらに、前モデルと比較して、タスクに必要なツールの呼び出しをスキップしてしまうエラー

が減少し、長大なコンテキストの処理やコンパクション（文脈の圧縮）からの回復力も強化された13。

この性能向上にもかかわらず、入力5ドル/出力25ドルというAPI価格は据え置かれ、2.5倍の速度で
動作するFast modeの価格は以前の3分の1にまで値下げされた27。 
このOpus 4.8の存在により、Anthropicのエコシステム内では明確な役割分担が成立している。
Opus 4.8は、高精度かつ高速でコスト効率が良く、何より事実に基づいた誠実な回答が保証される
「エンタープライズの日常業務（ワークホース）」として機能する。同時に、Fable 5の安全分類器が発
動した際の「信頼できるフォールバック先」として完璧な役割を果たす。一方、Fable 5は、高コストを
支払ってでも、一発で完璧な複雑なコード生成や、人間の監督なしに何日も走り続ける自律型エー

ジェントが必要な「フロンティア・タスク」に特化して利用される。 
OpenAI GPT-5.5との戦略的差異 

AI業界における最大のライバルであるOpenAIは、2026年4月末に「GPT-5.5（コードネーム：Spud）」
および「GPT-5.5 Pro」をリリースしている35。GPT-5.5は以前の推論モデル（o1シリーズ）の系譜を継
ぐ「Thinking model」であり、応答のスタイルを改善し、幻覚を削減し、日常生活やコーディングタスク
でのペース配分を最適化している35。また、このアップデートに伴い、Canvas機能はGPT-5.5では非
推奨となり、書き込みやコーディング機能はチャットのブロック内に直接統合される形へと進化してい



る35。初期のGPT-5.5（Codexテスト時）においては、「Nerdy（オタク的）」なパーソナリティの強化学習
報酬設定が原因で、ゴブリンやグレムリンといった架空のクリーチャーに言及する奇妙な振る舞いが

観察されたが、OpenAIは迅速にこの報酬シグナルを排除し、システムプロンプトを調整して修正して
いる36。 
GPT-5.5は「Terminal-Bench 2.0」において82.7%という高いスコアを記録し、Claude Opus 4.7や
Gemini 3.1 Proを上回ったとOpenAIから報告されている36。また、一般ユーザーによるパーソナルナ

レッジベース（Recall等）を用いた実環境での制御テストでは、両モデルの性格の違いが明確に現れ
ている38。GPT-5.5は「引き締まっていて保守的であり、事実に基づく正確なリサーチや検索タスクに
優れている」と評価される一方で、Claude Opus 4.8やFable 5は「一貫してユーザーの指示を遵守
し、自己認識能力が高く、パーソナライズされた文章作成、レコメンデーション、コンテンツ生成にお

いて優れている」と結論付けられている38。 
しかし、こと長期間の推論を伴う「エージェント的コーディング能力」に関しては、Fable 5がGPT-5.5を
完全に凌駕しているというのが現在の業界のコンセンサスである。SWE-Bench ProにおいてFable 5
の80.3%に対し、GPT-5.5は58.6%に留まっている11。これは、両社のAI開発哲学の違いを反映して
いる。OpenAIが「検索と事実の正確性、および対話としての使いやすさ」にモデルの最適化を進め
る一方で、Anthropicは「コード生成、自律的ツール使用、そして数日間に及ぶ長期的なタスク推論」
にモデルのアーキテクチャを特化させた結果であると言える6。 

結論：自律型AI時代における新たな「ユーティリティ」の形 
Claude Fable 5およびMythos 5のリリースは、AIの発展史において複数の重要なパラダイムシフトを
可視化する決定的な出来事となった。 
第一に、AIモデルの「二極化と安全保障による階層化」の標準化である。フロンティアモデルがサイ
バーセキュリティや生物化学分野において国家の安全保障を直接的に揺るがすレベルの能力を獲

得したことで、「誰もが最高の知能の全機能に無制限にアクセスできる」という牧歌的な時代は終焉

を迎えた10。AnthropicがProject Glasswingを通じて提供する軍民両用のMythos 5と、厳格なガード
レールを備えた一般向けのFable 5という二重構造は、今後のAI企業が高度な能力の追求と社会的
責任を両立させるための業界標準（デプロイメント・フレームワーク）となる可能性が高い。特に、

Fable 5が導入した「安全分類器による下位モデル（Opus 4.8）へのフォールバック」は、機能の制限
とユーザーエクスペリエンスの維持を両立させる極めて洗練された技術的解決策である。 
第二に、「Copilot（人間の作業を補佐する副操縦士）」から「Agent（自律的に作業を完遂する代理
人）」への移行の完了である。SWE-Bench Proでの80%突破や、FrontierCodeでの圧勝、Stripeに
おける巨大コードマイグレーションの成功は、AIの役割が根本的に変わったことを示している。もは
やAIは「人間が書くコードを補完するツール」ではなく、「人間から抽象的な目的を与えられれば、自
律的に要件を定義し、計画を立て、実行し、自己検証を行い、数日後に完了を報告する独立した労

働力」へと進化した。 
第三に、コンピュート・エコノミクス（計算経済学）の壁とエンタープライズ・アーキテクチャの変革であ

る。Fable 5の法外なAPI価格設定（Opus 4.8の2倍）と、コンシューマー向けサブスクリプションからの
早期提供終了が示唆するように、最先端の推論モデルを無制限に稼働させるための計算コストは依

然として人類のインフラにとって巨大な負担である。そのため企業は今後、「すべてのテキスト処理を

単一の最高位AIに任せる」という力技のアプローチから脱却しなければならない。Snowflake Cortex 
AIのようなデータプラットフォームの境界線内で、「タスクの難易度や重要度に応じて、安価な小型モ
デル、信頼性の高いOpus 4.8、そして奥の手としてのFable 5をシステムが動的に使い分ける（マル



チモデル・ルーティング）」という複雑なアーキテクチャの構築が、次世代のエンタープライズITの必須
要件となる。 
Claude Fable 5は、その名前の由来であるラテン語の「Fabula（語られるもの・物語）」の通り、エン
タープライズAIの新たな物語の幕開けを告げるモデルである8。この圧倒的な自律的推論能力と、社

会の安全を担保する厳格なガバナンス機構の融合は、ビジネスの生産性を根底から再定義するだ

けでなく、サイバーセキュリティの攻防戦における新たなパラダイムを形作る中核技術として、今後

数年間のデジタル経済を牽引していくことになる。 
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